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し
て
い
ま
す
。

　

有
機
栽
培
は
、化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
わ
な
い
の
で
、防
虫
や
除
草

に
手
間
が
か
か
り
苦
労
も
ひ
と
し

お
で
す
が
、メ
ン
バ
ー
は「
農
家
の
父

に
食
べ
て
も
ら
っ
て
美
味
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。」

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
種
類
の
作
物

を
育
て
て
多
く
の
人
に
知
って
も
ら

い
た
い
。せ
っ
か
く
認
定
を
受
け
た

畑
な
の
で
今
年
度
だ
け
で
な
く
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
。」と
農
業
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。　

　

安
達
東
高
校
は
県
内
農
業
高

校
初
と
な
る「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
」

を
取
得
し
ま
し
た
。有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
定
は
、農
林
水
産
大
臣
の
認
可

を
受
け
た
認
証
機
関
に
認
め
ら
れ

る
と
取
得
で
き
、「
有
機
農
産
物
」

と
表
示
し
て
販
売
が
可
能
と
な
り

ま
す
。国
連
が
定
め
た「
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」の一つ

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」の
目
標
達
成
に

向
け
、課
題
研
究
班
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推

進
チ
ー
ム
の
３
年
生
５
人
が
持
続

可
能
な
農
業
の
推
進
の
一
環
と
し

て
認
証
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
認
定
を
受
け
た
10
ア
ー

ル
の
畑
で
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
と
大
根
を

収
穫
し
、郡
山
の
自
然
食
品
を
取

り
扱
う
店
へ
出
荷
し
ま
し
た
。実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
採
れ
た
有

機
野
菜
を
ジ
ュー
ス
に
す
る
６
次
化

の
構
想
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。農
業

を
つ
う
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
貢

献
す
る
活
動
や
、啓
発
活
動
が
評

価
さ
れ「
第
６
回
ふ
く
し
ま
経
済
・

産
業
・
も
の
づ
く
り
賞
」の
学
生
部

門
に
お
い
て
学
生
奨
励
賞
を
受
賞

▲ＳＤＧｓ推進チームの皆さんと担当の長南先生
ポスターやステッカーでＳＤＧｓをアピール
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▲安心安全でおいしい野

　菜のために頑張ります

▲有機農産物(ＪＡＳ)

　マークの表示が可能に
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農業者年金に加入しませんか？
その１ 農業者は長生きです
　農業者年金に加入している６５歳以上の農業
者の平均余命は、男性が２３年（８８歳）、女性が
２７年（９２歳）です。６５歳の平均余命は、男性が
８５歳、女性が８９歳ですので、農業者年金に加
入している方が長くなっているのがわかります。

その２ 高齢農家の現金支出は約２４万円

　高齢農家の現金支出は、平成３０年ベースでの
推計は月額約２４万円。一方、国民年金の年金額
は夫婦２人月額約１３万円（保険料を夫婦とも２
０歳から６０歳まで４０年間支払った場合）です
ので、月額約１０万円程度不足します。

◇ 　◇　 ◇　 ◇
　そこで、老後の家計費の不足を解消するため国
民年金の“上乗せ年金”には農業者年金が最適
です。是非、ご検討ください。
　詳しくは農業委員、農地利用最適化推進委員
または農業委員会事務局までお問い合わせください。

営
農
と
共
生
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

※加入には国民年金の付加年金への加入が必須です。

　東
和
・
太
田
地
区
と
針
道
地
区
で
二

本
松
ご
当
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
で

考
え
る
株
式
会
社
︵
通
称
ゴ
チ
カ
ン
︶

に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
︵
営

農
型
太
陽
光
発
電
︶
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
、

農
地
を
立
体
的
に
活
用
す
る
手
法
で
、

上
部
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
太

陽
光
発
電
を
行
い
、
そ
の
下
部
で
一
般

の
農
作
物
を
生
産
し
ま
す
。
太
陽
の
恵

み
を
最
大
限
に
利
用
し
、
農
業
生
産
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
共
生
を
図
る

先
導
的
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
作
物
へ
の
太
陽
光
を
確
保

す
る
た
め
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
間
隔
を
あ

け
て
設
置
し
た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
機

械
が
通
れ
る
よ
う
支
柱
の
高
さ
と
間
隔

を
大
き
く
と
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ

こ
で
発
電
し
売
電
し
た
収
益
の
一
部
は

借
地
料
と
し
て
地
権
者
に
支
払
わ
れ
、

安
定
し
た
収
入
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
に
は

一
定
の
条
件
に
基
づ
く
農
地
法
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　ゴ
チ
カ
ン
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
え
ご
ま
を
栽
培
し
て
お

り
、
生
産
に
携
わ
る
菅
野
正
寿
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
﹁
昨
年
は
梅

雨
の
長
雨
で
生
育
が
心
配
で
し
た
が
、

８
月
か
ら
の
好
天
と
高
温
で
ソ
ー
ラ
ー

の
下
で
も
よ
く
生
育
し
ま
し
た
。
ソ
ー

ラ
ー
も
え
ご
ま
も
太
陽
と
土
の
力
で
育

ち
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
域
の
資
源
で
す
。
こ
の
え
ご
ま
を

地
元
で
え
ご
ま
油
に
で
き
る
こ
と
は
食

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
資
源
循
環
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
﹂
と
力
強
く
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

▲針道に設置のソーラーシェアリング
　下ではえごまが青 と々育ってます

▲えごまの花
　実を油等に加工します

▲菅野正寿委員
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農地等の利用の最適化の推進に関する意見書を提出
10月28日に奥平貢市会長、野地太郎会長職務代理者、中山博之幹事長の３名で、遊休農
地対策について三保恵一市長に意見書を提出しました。

１ 担い手への農地集積
　・農地中間管理事業法の改正により、人・農地プランの実質化への市町村の取り
　　組みが明確化され、本市においても、地域の状況を踏まえながら工程表の作成
　　や話し合いが進められているが、具体的進捗が見られる地域が少ないのが実情
　　である。ついては、現在、人・農地プランを作成していない地区においても、
　　計画作成に向けた取り組みを早急かつ積極的に行うこと。
　・中山間地や担い手が少ないなどにより「人・農地プラン」作成が進まない地域
　　においても、今後の地域と農業を考えていくため、市・農協・農業委員会等関
　　係機関が強く連携して集落での話し合いの場を作ること。
　・集落営農組織の立ち上げ、法人化を支援すること。
２ 担い手農家支援
　・認定農業者育成事業予算の増額と助成率をアップすること。
　・農業経営の安定対策に関する事業予算の増額と助成率をアップすること。
　・地域におけるGAPやFGAP（ふくしま県GAP）認定の推奨・指導を行い、農家
　　の経営改善や効率化を積極的に推進すること。
３ 遊休農地対策及び農業施設整備等補助
　・農地の適正管理を支援するため、今後とも中山間地域等直接支払交付金、多面
　　的機能支払交付金等の事業を継続すること。
　・養蚕業の衰退から、かつて桑園であった多くの農地が遊休化しており、農地へ
　　の再生には多大な労力が必要なことから、当該農地の利活用について補助制度
　　拡充の検討を行うこと。
　・水路整備等農業施設整備補助制度について、適用範囲の拡大や助成額・助成率
　　をアップするなどの拡充を行い農家負担の少ない制度とすること。
４ 農業後継者・新規就農者・定年帰農者支援
　・農業支援センターを設置し、農地のあっせん、技術の習得、資金確保や経営指
　　導など新規就農者や担い手への総合的な支援を進めること。
　・定年帰農者への指導機関による指導体制の整備など、就農環境を整えるための
　　支援を行うこと。
５ 農業振興全般
　・鳥獣被害対策の強化など、地域の
　　営農状況に応じた施策を推進する
　　ため、各地域からの意見聴取を行
　　うこと。
　・福島大学食農学類と連携し、地域
　　の課題・問題点を分析し対策につ
　　なげていくこと。
　・小・中学校などの教育の場で、農
　　業体験を通して早い段階から農業
　　に関心を持ってもらう機会を作る
　　こと。

▲三保市長へ意見書を提出しました
左から中山幹事長、奥平会長、三保市長、野地職務代理者

意見書の内容（抜粋）
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　毎
年
他
県
に
て
先
端
農
業
等
を
研

修
し
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
の
た
め
県
内
で
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　喜
多
方
市
関
柴
町
に
お
い
て
福
島

県
農
業
賞
︵
農
林
水
産
大
臣
賞
︶
を

受
賞
し
た
、
株
式
会
社
渡
部
ふ
ぁ
ー

む
を
視
察
し
ま
し
た
。
就
農
５
年
目

で
き
ゅ
う
り
73
ア
ー
ル
、
水
稲
30
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
ト
マ
ト
︵
水
耕
栽
培
︶

30
ア
ー
ル
、
そ
の
他
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
ゅ

う
り
、
ト
マ
ト
を
利
用
し
た
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
６
次
化
商
品
と
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。
従
事
者
は
パ
ー
ト

含
め
18
名
で
、
栽
培
部
署
毎
に
各
人

が
責
任
を
も
っ
て
作
業
に
当
た
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　渡
部
さ
ん
は
元
々
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
両
親
の
農
業
者
年
金
受
給
を
機

に
経
営
を
受
け
継
ぐ
形
で
就
農
し
ま

し
た
。
奥
さ
ん
は
農
業
と
は
無
関
係

の
事
務
職
か
ら
就
農
し
、
一
か
ら
勉

強
し
て
今
で
は
ト
マ
ト
栽
培
の
一
切

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
蕎
麦
の
二
毛
作
、
６
次
化

の
拡
充
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
営
業

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
意
欲
満
々

で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し

て
、
離
農
者
か
ら
農
地
を
借
受
け
て

き
ゅ
う
り
や
水
稲
栽
培
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
水
稲
の
収
穫
作
業
を

受
託
す
る
な
ど
し
て
、
遊
休
農
地
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　渡
部
ふ
ぁ
ー
む
で
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
技

術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶
の

導
入
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
取
得
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
に
よ
る
安
全

安
心
の
農
産
物
を
効
率
よ
く
生
産
す

る
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
農

業
経
営
に
求
め
ら
れ
て
い
る
先
導
的

手
法
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
維
持
・

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。 

︵
安
齋
喜
八
委
員
︶

▲優良事例を基にしたお話をありがとうございました

▲ハウスの温度管理等はスマートフォンを活用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・・・

圃
場
の
環
境
や
作
物
の
生
育
状

況
を
離
れ
た
場
所
で
も
確
認
で

き
、
蓄
積
デ
ー
タ
を
基
に
効
率
的

な
農
業
が
可
能
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
・・・

食
品
安
全
・
労
働
安
全
・
環
境
保

全
・
人
権
福
祉
な
ど
持
続
可
能
な

農
業
経
営
へ
の
取
り
組
み
に
関

し
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
が
定
め
た

基
準
。

▲水耕栽培のハウス内は暖かく
　冬でもおいしいトマトが実ります
▲水耕栽培のハウス内は暖かく
　冬でもおいしいトマトが実ります

▲経営について熱く語る渡部さん（写真右）
　この地域を背負って立つ担い手です

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

効
率
的
な
農
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

効
率
的
な
農
業
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令
和
２
年
度
県
下
農
業
委
員

会
大
会
が
、月
日
福
島
市
の
パル
セ

い
い
ざ
か
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
の
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
県
内
各

市
町
村
農
業
委
員
会
か
ら
参
加

者
を
絞
って
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
理
会
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
奥
平
貢
市
副
会
長
（
二
本

松
市
農
業
委
員
会
会
長
）の
表
彰

審
査
報
告
の
後
、
各
種
表
彰
が
行

わ
れ
、
副
知
事
と
農
協
五
連
会
長

よ
り
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
「
震
災
10
年
以
降
の

福
島
県
の
農
業
・
農
村
活
性
化
」ー

新
た
な
産
地
形
成
と
食
農
連

携
ー 

と
題
し
て
、
福
島
大
学 

食

農
学
類
教
授
の
小
山
良
太
先
生

の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
大
学
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
と
な
り
、
田
植
え
作

業
等
実
習
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
酒

米
を
収
穫
し
、
酒
造
会
社
で
酒
造

り
を
行
う
取
り
組
み
等
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
規
制
改
革

会
議
」「
農
業
改
革
に
関
す
る
意

見
」「
全
農
を
株
式
会
社
に
」「
風

評
の
問
題
」
等
の
内
容
に
つ
い
て
、

有
意
義
な
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

二
本
松
市
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

原
発
事
故
の
イ
メ
ー
ジ
が
未
だ
に

影
響
し
続
け
て
い
る
現
状
、
諸
外

▲表彰審査報告を行う奥平副会長

▲福島大学の小山教授

▲ソーシャルディスタンスを確保して参加

国
に
未
だ
に
残
る
安
全
性
と
は
別

の
理
由
に
よ
る
輸
出
入
制
限
、
不

安
定
な
生
産
物
価
格
等
の
風
評
被

害
を
払
し
ょ
く
し
、
回
復
への
道
筋

を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
地

域
農
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も

「
集
落
話
し
合
い
運
動
」は
重
要
で

す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
運
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
野
地
太
郎
委
員
）

「
集
落
話
し
合
い
運
動
」

       

地
域
農
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
！

　

令
和
２
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
事
前
に
行
っ
た
農
地
利
用
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、10
月
に
二
本
松
・

安
達
・
岩
代
・
東
和
の
各
地
域
ご
と
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
地
法
第
３
条
で
許
可
し
た
農
地
利

用
の
状
況
や
、
４
条
、
５
条
で
許
可
し
た

農
地
転
用
許
可
の
履
行
状
況
及
び
違
反

転
用
防
止
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
農
業
委

員
会
と
し
て
各
地
域
の
農
地
情
報
の
共
有
、
有
効
活
用
の
検
討
な
ど
、

農
地
の
荒
廃
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
遊
佐
幸
吉
委
員
）

▲適正に利用されているか調査します

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

～県下農業委員会大会～～県下農業委員会大会～
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　1
年
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
今
年
、
夏
の
開
幕
に
向
け
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
続
く
感
染
症
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
ど
の
よ
う
に
開

催
す
る
か
は
３
月
1
日
時
点
で
ま
だ
決
ま
ら
ず
に

い
ま
す
。
大
会
で
の
私
の
注
目
は
柔
道
男
子
66
キ

ロ
級
東
京
五
輪
代
表
決
定
戦
で
19
年
世
界
王
者
の

丸
山
城
志
郎
選
手
に
勝
利
し
、
五
輪
代
表
に
内
定

し
た
阿
部
一
二
三
選
手
で
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
各
種
目
、
注
目

の
日
本
勢
で
い
ま
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　二
本
松
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
﹁
い
ぶ
き
﹂
を

今
期
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
で
全
六
回
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
の
現
状
や
素
晴
ら
し
さ

を
解
り
や
す
く
紙
面
上
で
表
現
出
来
る
よ
う
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
至
ら
な
い
所
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
次
号
か
ら
は
新
た
な
広
報
委
員
で
の
発

行
に
な
り
ま
す
が
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
本

　太

委
員
長

　
　
　

 

松
本　
　

太

副
委
員
長

　
　

    

菅
野　

正
寿

委　

員

　
　

    

野
地
さ
よ
子

　
　

    

武
藤　

善
朗

　
　

    

安
齋　

喜
八

　
　

    

武
藤　

健
之

　
　

    

安
齋　

浩
一

　
　

    

遊
佐　

幸
吉

　
　

    

大
内　

信
一

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

会　

長

　

    　

奥
平　

貢
市

会
長
職
務
代
理
者

　

    　

野
地　

太
郎

農業委員会からのお知らせ農業委員会からのお知らせ

農業委員会への届出は
お済みですか？

農業委員会への届出は
お済みですか？

農業委員会への届出は
お済みですか？

□相続（遺産分割・包括遺贈を含む）
□法人の合併
□時効取得等
　により農地の権利を取得した場合
　は、相続等の届出をしてください。

農地を農地以外のものにする場合や、権利の移動には農業委員会の許可が必要になります。

事前に農業委員会事務局にご相談ください。

転用許可を受け農地を農地以外のものにした場合は、速やかに地目変更登記を行ってください。

手続きが行われていないため、後々農業委員会事務局に相談に訪れるケースが増えています。

全国農業新聞を購読してみませんか？
全国各地の今の話題が満載

農業に関する情報や地域の話題や経営と

暮らしに役立つ情報をお伝えします。

○発行：毎週金曜日（月４回発行）

○購読料：月額700円（送料込み）

編
集
後
記

広
報
委
員

※購読申込みは農業委員、農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局

農業委員会事務局
（市役所２階）

☎ ５５－５１４８ 

　　　　　 ◆ 売りたい農地　　　　
　　所在地
伊佐沼町一丁目
沖一丁目

地目等
田 2筆
田 ２ 筆

面積（アール）
2
13

お問い合わせ先

　農地を売りたい、貸したい（農業経営規模縮小）方は農業委員会事務局まで
ご相談ください。

農地の売買や転用許可申請手続きはお済みですか？

転用完了後や非農地証明による地目変更登記はお済みですか？


